
岐阜赤十字病院地域医療連携支援病院委員会（第５３回）議事録 

 

日  時 令和４年１２月５日（月） 午後２時～午後２時４０分 

場  所 岐阜赤十字病院 南館２階講堂 

出席委員 
石村耕二／西野好則／松波英寿／中島和也／各務尚之／栗本秀文／山崎勲 

長﨑信隆／吉田徹／林昌俊／石森正敏／伊佐治真子／大野種子／木方豊 

事 務 局 干川美和／加賀圭／澤田泰幸 

 

１．協議事項 

■議 題１ 紹介患者に対する医療の提供 

≪報告者≫ 加 賀［地域連携課］ 

≪内 容≫ 紹介率【76.7％】逆紹介率【97.3％】（令和 4年 4月～10月） 

各診療科別紹介率及び逆紹介率 

≪承 認≫ 委員承認 

 

■議 題２ 共同利用の実施 

≪報告者≫ 加 賀［地域連携課］ 

≪内 容≫ ①検査機器、開放型病床、図書、講堂の利用状況 

【検査機器 19回／開放型病床 38床／図書 0回／講堂 0回】 

      ②開放型病床登録施設数及び登録医数報告 

       【開放型病床登録施設 201施設／登録医 239名】 

 ≪承 認≫ 委員承認 

 

■議 題３ 救急医療の提供 

≪報告者≫ 加 賀［地域連携課］ 

≪内 容≫ 救急に関する状況報告（令和 4年 4月～10月） 

       【救急車受入 1,588件】 

【救急車搬送率 1,533件／15,209件（10.08％）】 

【入院率 699件／1,558件（44.9％）】 

【救急患者状況 2,337件】 

 ≪承 認≫ 委員承認 

 

■議 題４ 地域の医療従事者に対する研修実施 

≪報告者≫ 加 賀［地域連携課］ 

≪内 容≫ 「地域の医療従事者に対する研修の実施」報告 

      【2回開催／77名参加】 

≪承 認≫ 委員承認 

 



 

■ご意見・ご要望 

 ○西野委員（各務原市医師会） 

医療機器の利用増加ために、何か対策を検討した方がよいと思う。 

紹介患者に対する医療の提供、救急医療の提供の資料では、昨年度と比較できるような

資料にすると、比較増減が確認しやすい。 

慢性腎臓病（ＣＫＤ）対策として、岐阜県を中心に進んでおり、かかりつけ医と腎臓病 

専門医療機関との連携を推進することで、ＣＫＤを早期に発見・診断し適切な治療を早 

期に実施できる体制が羽島郡、羽島市で取り組んでいる。岐阜日赤でも、腎臓内科の医

師がいるので、是非この取り組みに参加いただきたい。 

 

〇松波委員（羽島郡医師会） 

 コロナ禍において、感染症病床を有する岐阜日赤には大いに期待している。感染症に対

し中枢を担う岐阜日赤は非常によくやられているのではないか。今後、新興感染症が発

生した場合の専門的医療機関として、国から予算を確保し、感染症専門医を配置するな

ど、頑張ってもらいたい。 

 

○中島委員（もとす医師会） 

 もとす医師会には総合病院のような医療機関がなく、岐阜日赤には紹介患者を快く受け

てもらい非常に感謝している。今後とも、紹介患者の受診をお願いする。 

 

○各務委員（岐阜市歯科医師会） 

医科歯科連携の推進として、新型コロナの発生状況を鑑みながら、今後は合同会議の開

催を計画していきたい。 

 

○栗本委員（岐阜市薬剤師会） 

 コロナ禍において、歯科医師会でも勉強会を始めている。 

 院外処方のＦＡＸ送信が２４時間体制となったが、特に問題なく実施できている。 

 

〇山崎委員（岐阜市保健所） 

 新型コロナの発生時より、岐阜日赤には大変お世話になっている。今後も連携を図りな

がら陽性者等の受け入れなどお願いしたい。 

 

〇長﨑委員（岐阜市消防本部） 

 岐阜日赤への救急受け入れが、昨年１月から１１月まで１，６５８人、今年度では同期

間で２，３６１人と大幅に増えてる。引き続き、救急患者の受け入れをお願いしたい。

年末に向けても是非とも受け入れをお願いしたい。 

 



 

 ○吉田委員（早田まちづくり協議会） 

 コロナ禍において、イベント等がなかなか開催できる状況ではない。今後は、岐阜日赤

の「市民公開講座」等の開催を望んでいる。 

 

■職員からの挨拶 

○林院長 

 地域医療支援病院として、これからも安全な医療提供を心掛けていくので、地域の先生

方をはじめ、ご支援とご協力をお願いしたい。 

 

○石森副院長 

 日頃から多くの患者をご紹介いただき感謝申し上げる。至らぬ点もあるが、引き続きよ

ろしくお願いしたい。 

 

○伊佐治医療社会事業部長 

 コロナ禍の状況がこの３年間続いていたため、感染拡大と安全を考慮し、地域住民に対

する講座は中止としてきた。今年度より、医療従事者向けに講演会を開催することが出

来たので、今後は感染状況を把握しながら実施していく予定である。 

 

○大野看護部長 

 院内にて患者や職員に陽性者が発生し救急受け入れを停止しご迷惑をお掛けしたこと

をお詫びする。これからも、地域の中心的医療機関として引き続き頑張っていく。 

 

○木方事務部長 

 新型コロナの発生もあり、紹介件数が減少傾向にある。このような状況ではあるが、今

後とも地域の先生方からの患者紹介をよろしくお願いしたい。 

 

○干川連携室師長 

 日頃から紹介患者や緊急患者の紹介等感謝申し上げる。引き続き、開業医の先生方から

紹介いただく場合は、スムーズに受け入れが出来るよう対応していく。 

 

 


